
来
る
三
月
二
十
二

日

（木
）
に

「春
季
彼

岸
永
代
経
法
要
」
を

厳
修
い
た
し
ま
す
。

午
後
二
時
よ
り
勤

行
が
始
ま
り
、
続
い

て
彦
根
市
の
真
宗
大

谷
派

・
還
相
寺
ご
住

三
月
か
ら
五
月
の

三
ケ
月
間
、
毎
月
二

十
五
日
の
早
朝
に
、

門
徒
各
位
の
ご
奉
仕

去
る
、
二
月
四
日

（
土
）
に
河
原

・
蔵

王
地
区
の
お
敬
い
に

お
参
り
さ
せ
て
い
た

職
、
伊
藤
正
善
師
よ

り

法
話
が
あ
り
ま

す
。門

信
徒

の
皆
さ

ま
、
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え

「
春
季
彼
岸

永
代
経
」
に
ぜ
ひ
お

参
り
く
だ
さ
い
。

の
形
で
境
内
清
掃
作

業

（
主
に
除
草
作
業

な
ど
）
を
お
願
い
致

し
た
く
存
じ
ま
す
。

だ
き
ま
し
た
。
河
原

・
蔵
王
地
区
の
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

昨
春
、
本
山
で
宗

祖

・
親
鸞
聖
人
七
五

〇
回
御
遠
忌
が
勤
ま

っ
て
、
門
徒
皆
さ
ま

方
に
多
数
参
拝
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
か
ら
各
地
の

一
般
寺
院
に
お
い
て

も
御
遠
忌
が
勤
ま
り

始
め
ま
す
。

過
日
開
催
の
世
話

方
会
に
お
い
て
、
照

光
寺
の
御
遠
忌
を
来

年
十
月
に
開
催
す
る

方
向
で
、
準
備
に
入

る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。

（
＊
日
時
は

未
定
で
す
）

御
遠
忌

（
ご
え
ん

き
）
と
は
、
も
と
も

と
、
五
十
年
ご
と
に

お
勤
め
さ
れ
る
宗
祖

の
年
回
忌
法
要
の
こ

と
で
す
。

宗
祖
親
鸞
聖
人
に

加
え
、
中
興
の
祖
と

さ
れ
る
第
八
代

・
蓮

五
十
年
に

一
度
の

大
行
事
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
広
く
門
徒
各

層
の
ご
意
見
や
思
い

を
取
り
入
れ
て
い
く

た
め
、
近
く
御
遠
忌

準
備
委
員
会
を
設
置

し
て
、
照
光
寺
で
の

御
遠
忌
に
向
け
た
計

画
策
定
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
委
員
に
お

願
い
す
る
方
々
を
は

じ
め
、
門
信
徒
の
皆

さ
ま
方
に
は
ご
協
力

の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く

お
願

い
い
た

し
ま

す
。

如
上
人
の
法
要
も
御

遠
忌
と
し
て
お
勤
め

し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
勤
修
さ

れ
た
本
山
で
の
御
遠

忌
に
続
き
、
各
地
の

一
般
寺
院
に
お
い
て

も
、
こ
れ
か
ら
順
次

勤
ま
り
ま
す
。

お
彼
岸
は
、
春
分

の
日
と
秋
分
の
日
を

中
日
と
す
る
前
後
三

日
間
の
合
計
七
日
間

の
期

間
を
指
し
ま

す
。

「彼
岸

（
ひ
が

ん
）
」
と
は
、

「
此

岸

（
し
が
ん
）
」
に

対
し
て
の
言
葉
で
、

私
た
ち
が
生
か
さ
れ

て
い
る
迷
い
の
世
界

が
此
岸
に
対
し
、
彼

岸
は
悟
り
の
世
界
、

極
楽
浄
土
の
こ
と
を

指
し
て
い
ま
す
。

来
る

三
月
十
日

（
土
）
に
、
京
都

・

東
本
願
寺
に
て
、
東

日
本
大
震
災
被
災
者

支
援
の
つ
ど
い

「
い

の
ち
の
響
舞
台
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
午
前
十
時

よ
り
御
影
堂
に
て
勤

行
が
行
わ
れ
、
作
家

の
高
史
明
氏
の
記
念

講
演
が
あ
り
ま
す
。

永
代
経
と
は
、
亡

き
方
を
ご
縁
と
し
て

本
堂
に
て
お
経

（
浄

土
三
部
経
）
を
読
経

す
る
法
要

の
こ
と

で
、
永
代
経
と
い
う

名
前
の
お
経
は
あ
り

ま
せ
ん
。

大
切
な
仏
さ
ま
の

教
え

（
お
経経経経
）
を
末

長
き

（
永永永永
代代代代
）
に
わ

た

っ
て
相
続
し
て
い

く
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
た
法
要
が
永

代
経
法
要
で
す
。

午
後
か
ら
は
、
境

内
の
野
外
ス
テ
ー
ジ

に
て
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
、
沖
縄
出
身

の
歌
手

・
古
謝
美
佐

子
さ
ん
や
、
バ
ン
ド

グ
ル
ー
プ

・
か
り
ゆ

し
５
８
さ
ん
な
ど
が

出
演
さ
れ
る
予
定
と

な

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

未
曾
有
の

被
害
を
も
た

ら
し
た
東
日

本
大
震
災
か

ら
、
早
い
も

の
で
も
う
す
ぐ

一
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

一
日
も
早
い
被

災
地
の
復
興
や
、

被
災
者
の
方
々
が

安
穏
な
日
々
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
願

う
ば
か
り
で
す
。
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今今今今
月月月月
のののの
ここここ
とととと
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六
日

（
火

）

近近近近
江江江江
六六六六
組組組組

・・・・
勤勤勤勤
行行行行
講講講講
習習習習
会会会会

東
近
江
市
鋳
物
師

蓮
行
寺
に
て

午
後

一
時
半

十
日

（
土

）

仏仏仏仏
婦婦婦婦
例例例例
会会会会

午
後
八
時

十
四
日

（水
）

尼尼尼尼
講講講講
総総総総
会会会会

午
前
九
時
半

十
七
日

（土
）

仏仏仏仏
具具具具
おおおお
みみみみ
がががが
きききき

・・・・
本本本本
堂堂堂堂
おおおお
そそそそ
うううう
じじじじ

おおおお
みみみみ
がががが
きききき

三

・
四

・
六

・
七
番
組

午
前
八
時
半

おおおお
そそそそ
うううう
じじじじ

一
・
二

・
五

・
八
番
組

午
前
十
時

二
十
二
日

（木
）
春春春春
季季季季
彼彼彼彼
岸岸岸岸
永永永永
代代代代
経経経経
法法法法
要要要要

午
後
二
時

二
十
三
日

（金
）
近近近近
江江江江
六六六六
組組組組
門門門門
徒徒徒徒
会会会会
臨臨臨臨
時時時時
総総総総
会会会会

午
後
二
時

二
十
五
日

（日
）
境境境境
内内内内
清清清清
掃掃掃掃

（奉
仕
）

午
前
八
時

二
十
八
日

（月
）
おおおお
講講講講

当
番

一
番
組

午
前
八
時

三
月月月月
のののの
行行行行
事事事事
予予予予
定定定定

春
季
彼
岸
永
代
経
法
要
の
ご
案
内
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境
内
清
掃
作
業

（奉
仕
）
の
お
願
い

お
敬
い
の
御
礼

門
徒
も
の
知
り
帳

～
お
彼
岸
・永
代
経
に
つ
い
て
～

宗
祖
御
遠
忌
を
来
年
秋
に
勤
修
予
定

仏仏仏仏
事事事事
のののの
イイイイ
ロロロロ
ハハハハ

～
御
遠
忌
に
つ
い
て
～

東東東東
日日日日
本本本本
大大大大
震震震震
災災災災
被被被被
災災災災
者者者者
支支支支
援援援援
のののの
つつつつ
どどどど
いいいい

近近近近
江江江江
六六六六
組組組組
研研研研
修修修修
ババババ
スススス
旅旅旅旅
行行行行
のののの
おおおお
知知知知
らららら
せせせせ

親
鸞
聖
人
が
越
後
に
ご
流
罪
と
な

っ
た
新
潟
県
居
多
ヵ

浜
、
上
越
高
田
別
院
、
飯
山
市
榎
御
坊
を
訪
ね
る

一
泊
二

日
の
バ
ス
の
旅
で
す
。
来
る
五
月
三
十
～
三
十

一
日

（木

～
金
）
に
、
大
型
バ
ス
２
台
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
宿
泊
は

赤
倉
温
泉
で
す
。
参
加
費
は
二
万
五
千
円
と
な

っ
て
い
ま

す
。
照
光
寺
を
は
じ
め
、
近
江
六
組
三
十
三
か
寺
か
ら
参

加
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
要
綱
は
近
く
出
ま
す
の
で
皆
さ
ま


